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町
一
氷
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
定
、
大
洗
面
綜

合
運
動
公
闇
の
建
設
事
業
ガ
¥
い
よ
い
よ
本
年

度
か
ら
の

5
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
¥
総
事
業

費
約
四
十
一
億
円
を
も
っ
て
麓
工
す
る
こ
と
に
な

り
¥
去
る
叩
月
初
日
¥
そ
の
起
工
式
、
ガ
成
田
開

地
内
の
建
設
現
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
刻
叩
時
¥
関
係
者
約
二
五
O
名
出
罵
の
も

と
に
神
事
ガ
執
り
行
わ
れ
、
設
計
担
当
・
日
本

工
営
駅
東
京
技
術
本
部
胞
久
昭
副
本
部
長
¥
施

工
主
・
竹
内
宏
大
洗
酉
長
、
整
地
工
事
担
当
・

陸
上
自
嵩
鞍
勝
田
駐
と
ん
地
施
設
学
枝
伊
佐
灰

達
枝
長
の
一
一
一
者
に
よ
る
鍬
入
れ
ガ
あ
り
¥
続
く

関
持
者
代
表
に
よ
る
玉
串
奉
典
で
神
事
を
終
え

ま
し
だ
。
引
き
続
い
て
¥
主
催
者
を
代
表
し
て

竹
内
宏
昭
長
¥
菅
原
弥
理
議
会
議
長
の
撲
出
と

来
賓
を
代
表
し
て
名
誉
開
民
小
幡
五
朗
県
議
会

議
員
¥
謹
上
自
信
隊
伊
旺
決
達
施
設
学
槙
長
の

祝
辞
や
か
あ
り
¥
用
げ
藤
栄
時
議
会
副
議
長
の
音
頭

で
全
員
で
乾
称
し
¥
滞
り
な
く
式
典
を
終
了
し

ま
し
だ
。

『夜
、画

あ
L、
~ 

1守'"')

宏

大
洗
町
長

内

り
ま
す
。

本
施
設
は
、
約
二

O
加
の
用
地
に
約

四
一
億
円
の
事
業
費
を
投
入
し
、
硬
式

野
球
場
・
陸
上
競
技
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
体
育
館
、
そ
れ
に
軟
式
野
球
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ

i
ル
等
に
使

用
で
き
る
多
目
的
広
場
、
加
え
て
お
年

寄
か
ら
子
供
達
ま
で
総
て
の
皆
さ
ん
に

お
楽
し
み
い
た
だ
く
、
緑
に
閉
ま
れ
た

各
種
施
設
等
々
を
配
置
し
た
、
ま
さ
に

総
合
的
な
運
動
公
国
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
5
年
後
の
完
成
の
暁
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
需
要
に
十
分
お
応
え
し
、
町

内
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と

し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
信

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
事
業
が
つ
つ
が
な
く
施
工
さ
れ
、

所
期
の
目
的
が
達
成
で
き
ま
す
よ
、
つ
心

か
ら
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

釘
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
の
施
設
と
し
て
、
大
洗
町
判
、
氷
年
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
綜
合
運
動
公
開
四
の

建
設
事
業
も
、
過
臼
、
そ
の
起
工
式
を

行
い
、
い
よ
い
よ
夏
海
成
田
地
区
「
神

明
神
社
」
西
側
聞
の
景
勝
溜
沼
を
見
下
す

台
地
に
建
設
を
着
手
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ぴ
に
壊
、
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
え
に
、
地
権
者
の
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
御
理
解
と

御
協
力
、
更
に
は
、
綜
合
運
動
公
毘
実

現
に
向
け
て
の
御
努
力
の
賜
と
、
衷
心

よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

敷

地

総

面

積

一

九

@

八

回

投

資

予

定

総

額

ー

四

一

億

円

計
画
予
定
年
次
(
完
成

)
l
昭
和
六
十
五
年
産

施
設
の
概
要

O
野
球
場

開
翼
:
:
:
九
七
・
五

m

中
盤
・
:
・
一
二
二
m

内
野
:
・
:
ク
レ

i
舗
装

外
野
・
:
・
芝
舗
装

O
陸
上
競
技
場

四
O
O
m
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
と
し
、

将
来
、

3
種
公
認
に
対
応
可
能
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

ト
ラ
ッ
ク
|
|
ク
レ

l
舗
装

フ
ィ
ー
ル
ド
|
|
t
芝
舗
装

O
多
目
的
広
場

軟
式
野
球
i

|
一一面

(
又
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
四
百
出
)

O

体
育
館

練
習
用
バ
レ
l
コ
i
ト
二
部
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ

i
ル
の
練
習
に
二
溜

利
用
可
能
な
ア
リ
ー
ナ

O
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

公
式
規
模
の
コ

i
ト
八
面
(
全
天

候
舗
装
)

O
せ
せ
ら
ぎ

震
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
!
ン

に
対
す
る
誘
導
施
設

。
水
遊
び
広
場

。
彫
刻
広
場

O
日
当
た
り
属
地

O
お
花
見
留
地

O
展
望
広
場

O
パ

l
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
i

現
況
の
自
然
横
生
の
保
全
ゾ

i
ン

と
鳥
類
の
保
護
ゾ

l
ン
を
設
け
、

湿
性
植
物
や
鳥
類
の
観
察
額
地

O
休
息
広
場
・
休
怠
テ
ラ
ス

O
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

O
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

O
南
水
施
設

O
汚
水
処
理

O
便
所

。
手
洗
、
水
欽
み

O
ゴ
ミ
処
理
場

。
駐
車
場

メ
イ
ン
:
:
:
一
一
一
一
台

体
育
館
:
:
:
:
一
一
一
六
台

計
二
四
七
台

。
出
入
口

O
安
全
概

O
管
理
棟

。
圏
路

O
電
気
設
備



ちあおお 第180号 (2)L百昭和61年12月1日

一般会計をはじめ7つの特別会計を合む、

全化遺ナ韓議事
去る 9月22日から 9月25日までの 4日間、第3回大洗町定例議会が開催され、

昭和60年度の決算が原案どおり認定されました。

。賜践の

千円 % 
40，870 (1.0) 

142，610 (3.6) 

45，360 (1.1) 

25，000 (0守6)

6，359 (0.1) 

千四 % 
地方 議与税 31，174 (0.8) 

娯楽施設手IJ沼税交付金 43，219 (1.1) 

自動車取得税交付金 22，255 (0.6) 

交通安全対策特別l交付金 4，123 (0.1) 

、 :使用料及び手数料 20，114 (0.5) 

¥、」ーーーーー j図療支出金 12，400 (0.3) 

県 支出金 571 

財 産収入 121，422 (3.0) 

繰入 金 21，099 (0.5) 

繰越 金 10，457 (0.3) 

諸収 入 16，944 (0.4) 

国庫支出金

204，885千円
(5.1%) 入}〔最長

議 会 費

94，943千円

(2.4%) 

労働費 300千円
諸支出金一一

125，186千円 ¥ 1 
(3.2%) ¥， 

土木費

914.946千円

(23.9%) 

〔去最

(単位:子円)

決 算 客夏 翌年度へ
JヱEコミh 言十 名 最終予算額 歳 入(必 歳 出 (B) 差ヲi 繰越すべ 実質収支

瓦~λ 主貢 収入率 ノ王立¥ 在員 執行率 (A)ー(B) き財 j原

由民健康保険特別会計 1，233，141 1，256，160 101.9 1，167，071 94.6 89，089 89，089 

収 益 的 ((収入))323，652 321，055 99.2 284，934 88.8 36，121 36，121 
支出 320，829 

水道事業会計
((収入))266，924 資本的
支出 337，472 

262，238 98.2 326，795 96.8 ム64，557 9，302 ム73，859

地方卸売市場冷凍 収 益 的 ((収入)) 6O，643 63，573 104.8 47，838 84.7 15，735 15，735 
支出 56，482 

冷車託事業会計 資本的 (支出) 4，161 4，161 100.0 ム4，161 ム4，161

老人保健特別会計 801，663 767，337 95.7 778，928 97.2 ム11，591 ム上11充，591 
(繰 m金)

桜道土地区画整理事業会計 98，476 98，475 99.9 88，815 90.2 9，660 7，800 1，860 

公 平 委 員 lz〉三h 5，766 5，758 99.9 5，302 92.0 456 456 

サイクリングターミナル特別会計 20，255 20，414 100.8 19，824 97.9 590 590 

特別会計の決算状涜

東浜町営住宅建設事業は簡易保検、郵便年金穣立金融

資を受けています

本
建
設
事
業
(
一
離
会
一
一
一
一
則
)

O
原
子
力
広
報
安
全
等
対
策
事
業:

一
二
、
一
一
一
九
九
千
円

O
広
報
無
線
放
送
施
設
設
置
事
業

九

無
線
放
送
施
設
更
新

20 
蒸

。
松
川
漁
港
局
部
改
良
事
業
・
:
:
一
七

松
川
漁
港
局
部
改
良
事
業

O
観
光
施
設
整
備
事
業
・
:
・
・
・
・
一

O
、
0
0
0千
円

観
光
歓
迎
塔

平
戸
橋
外

O
町
遂
整
備
事
業
・
.. 

七
四

舗
装
及
び
排
水
溝
整
備
事
業

。
大
洗
港
建
設
事
業
:
:
・

E

・E

・-:一

O
五
、
七
八
九
千
円

大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金

O
都
市
計
画
街
路
事
業
・
・
:
:
:
:
五

O
、
0
0
0千
円

繰
越
明
許

一九、

0
0
0子
円

未
収
特
財
七
、
六

O
O千
円

O
桜
道
土
地
区
画
繋
理
事
業
・
:
一

O
回、

0
0
0千
円

桜
道
土
地
区
画
整
理
事
業

O
東
浜
町
営
住
宅
建
設
事
業
:
:
:
八
一
、
五
一
ニ
九
千
円

中
間
調
耐
火
3
階
建
、
第
一
種
目
戸
、
第
二
種
目
戸

総
事
業
費

二
五
七
、
九
九
八
千
円

O
総
合
運
動
公
園
建
設
事
業
:
二
三
四
、
六

O
O子
円

用
地
取
得

O
南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
改
良
工
事

二
一
、
六
九
C
千
円

南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
改
良
工
事

五
千
円

一
O
O千
円

一
O
二
千
円

田T送磯j兵172号線道路新設工事及ひP排水整備工事は、昭

和60年度原子力施設周辺環境整備事業費補助金により

整備致しました。

昭
和
的
年
度
国
保
一
塩
療
費
は

こ
れ
だ
け
か
か
り
ま
し
た

こ
の
ほ
ど
六

0
年
度
の
大
洗
町
国

保
の
支
払
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
年
間
の
医
療
費
総
額
は
十
二
億
四

千
万
円
程
に
な
り
、
一
ヶ
月
当
り
一

億
一
一
一
百
万
円
程
支
払
っ
た
こ
と
に
な

り
手
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
七
・

一
%
の
伸
び
を
一
不
し
ま
し
た
。
ま
た

医
療
費
を
一
人
当
り
に
な
お
し
て
み

る
と
一
般
は
、
年
間
で
一

O
三
七
六

四
円
、
老
人
で
は
四
六
六
二
八
三
円

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
更
に
入
院
、

外
来
、
歯
科
別
に
分
類
し
て
み
る
と

左
表
の
と
お
り
で
す
。

医
療
費
は
毎
年
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。
し
か
し
医
療
費
負
担
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
国
保
財
政
を
パ
ン

ク
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
健
康
、
つ
く
り
に
つ
と
め
、
健

;露 01入 院 i滋議滋袴怒滋滋:込;;iiiizjjjjjj総務~;~t~滋滋~~~~議密室題一8円
益事ヰ丈!'1 l1obJ 47 619円hHq 誌U|入院外 i臨;~;~怒;~I~m~m~~;~む~~~}綴j主主長議議穀.~~~~芸茶:~~~'芸~~~~~~~m姦説滋滋綴総綴:;~~，芸注誌~~;~主接:~;:ミ芸;:;:諺滋:;:~:誇奈~:~:'妥~:~:
l陳矢 三公ミ 分

擦 2口顕 l 目~ ~，' 111 ， 788円

費 60調
年 老

産主
康
な
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
ふ

だ
ん
よ
り
体
の
調
子
が
お
か
し
い
と
感

じ
た
ら
、
早
め
に
治
療
し
て
早
く
治
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
本
町
に
お
け
る
国

保
の
疾
病
状
況
を
み
て
み
ま
す
と
最
も

多
い
の
は
循
環
器
系
の
病
気
で
す
。
い

わ
ゆ
る
成
人
病
と
い
わ
れ
て
い
る
高
血

圧
症
、
脳
出
血
等
の
疾
病
で
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
は
、
日
常
生
活
習
慣
に
起
国

し
て
お
り
毎
日
の
食
生
活
、
運
動
等
を

見
直
し
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
み
ん

な
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
最
高
の
し
あ

わ
せ
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
あ
る

活
用
で
み
ん
な
の
国
保
を
大
切
に
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

適
正
受
診
で
し
あ
わ
せ
家
族

健
康
は
憩
い
と
団
ら
ん
の
家
庭
か
ら

n03 ワ白64勾
計;出f出説凱制主出鋭似制己古訟糾z苫滋R臼主主郎側己記必烈悶主宕桜邸f芯泌主犯主己蹴制蹴z涼綜以m紙:::涜お以主完持説己主完f主=制捌:::悦附主記必徐悦仰U主完徐似仰悦f完渋撚惚紙綿と捻お部悦時完沼潟涼滞悦附:::渋綜以叩制糊=抗持掠部拙:;古却部制';:沼沼招=苧出出::::

ぜんそく・かぜ・気管支

炎・鼻などの呼吸器系

高取庄・心機病ー脳出血

などの循環器系

じこ大洗町で多い病気はコ

腎史・跨脱炎・前立腺長

などの泌尿ー生殖器系

2 
f立
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呼
ん
で
い
ま
し
た
。

一
方
、
ス
テ

i
ジ
で
は
大
洗
高
校
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
幼
稚
題
児
の
ド
リ

ル
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
「
森
サ
カ
エ
シ
ョ

i
」
・
仮
装
パ
レ
ー
ド
等
々
が
祭
り
を

一
層
も
り
あ
げ
、
さ
し
も
広
大
な
広
場

も
約
2
万
人
の
人
出
で
う
づ
ま
り
、
終

臼
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
術
文
化
祭
は
例
年
ど
お
り

か
文
化
の
日
々
を
中
心
に
1
8
か
ら
4

B
ま
で
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
ロ
問
自
を
迎
え
た
芸
文
祭
も
す
っ

か
り
定
着
し
、
今
年
も
展
示
部
門
で
は

一
万
一
千
人
、
発
表
部
門
で
二
千
四
百

人
と
多
数
の
入
場
者
が
訪
れ
、
一
つ
一

つ
を
熱
心
に
観
賞
し
、
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
文
化
的
に
充
実
し
た
時
間
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

噌喫明事鵜鋤鯵留胸・e

港
湾
関
連
産
業
や
既
存
市
街
地
内
の

中
小
企
業
、
更
に
は
一
部
住
宅
地
を
含

む
軽
工
業
等
へ
の
進
出
移
転
用
地
の
供

給
の
受
け
皿
と
し
て
、
五
反
国
土
地
一
区

画
整
理
組
合
(
小
野
瀬
健
児
理
事
長
・

組
合
員
二
九
九
名
)
で
は
五
反
田
地
区

を
中
心
と
し
た
約
u
h
に
及
ぶ
広
大
な

区
域
に
区
画
繋
理
事
業
を
笑
施
し
て
い

ま
す
。こ

の
地
域
は
昭
和
品
年
に
準
工
業
地

域
に
用
途
指
定
さ
れ
、
事
業
区
域
の
約

叩
%
が
水
田
で
し
た
が
、
昭
和
的
年
度

か
ら
の
5
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
行
な

わ
れ
て
い
る
本
事
業
に
よ
り
、
現
在
で

は
掴
沼
川
沿
い
ま
で
見
渡
せ
る
ほ
ど
に

運
行
前
点
検
コ

深
作
費

遂
行
前
点
検
競
技
水
戸
地
区
大
会
が

十
月
十
三
日
に
水
戸
市
内
の
茨
城
中
央

自
動
車
教
習
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
水
戸
警
察
審
管
内
の

安
全
運
転
管
理
者
選
任
事
業
所
所
属
運

転
者
の
車
両
管
理
技
術
の
向
上
と
、
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
囲
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
大
洗
支
部
代
表
と
し
て
深
作
覚
氏

(
日
本
核
燃
料
開
発
鮒
勤
務
)
が

益回

行
盛
岡
悶

秋
も
、
深
ま
り
を
み
せ
た
去
る
日
月
3

心
に

J
〈テ
i
ジ
ペ

H

パ
ザ

i
ル
u

の

a
H文
化
の
臼
。
に
、
大
洗
町
叫
恒
例
の
各
広
場
が
設
け
ら
れ
、
張
り
め
ぐ
ら
さ

秋
の
メ
イ
ン
行
事
・
商
工
産
業
祭
と
芸
れ
た
テ
ン
ト
の
中
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
模

術
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
擬
庖
や
鮮
魚
・
加
工
魚
類
・
青
果
物
な

今
年
は
特
に
、
賄
工
産
業
祭
が
「
み
ど
の
廉
売
を
は
じ
め
、
北
海
道
物
産
展

せ
ま
す
地
元
の
心
意
気
」
を
、
キ
ャ
ッ
チ
示
即
売
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
オ

i
ク
シ
ヨ

フ
レ
ー
ズ
に
、
開
催
場
所
を
大
洗
フ
ェ
ン
、
一
史
に
は
現
代
っ
子
に
人
気
の
フ
ァ

リ
i
タ
ー
ミ
ナ
ル
広
場
に
移
し
、
華
や
ミ
コ
ン
大
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
会
岨
窃

か

に

関

か

れ

ま

し

た

。

内

を

一

周

す

る

ミ

ニ

列

車

や

お

メ

i
ト

こ
の
祭
り
は

n
お
祭
り
広
場
u

を
中
ル
消
防
は
し
ご
寧
の
展
望
台
も
人
気
を

寸

isis-si;iS3tlists-13t1eEi13tic』
131sit-tie-Git-5

一

/

内

出

光

正

氏

，J
R

重
一
審
貝
を
果
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治

一

叙

礼

実

等

に

叙

せ

ら

れ

る

振

興

発

展

の

た

め

多

方

面

に

わ

た

っ

h
も

て

活

躍

さ

れ

ま

し

た

。

一

E
司

会

議

員

選

挙

に

衆

望

を

担

い

出

馬

当

現

在

は

大

洗

町

高

年

者

ク

ラ

ブ

連

一

L

L

)

マi
y

選
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
弘
年
引
迭
さ
合
会
長
と
し
て
お
年
寄
り
の
福
祉
向
一

一

九

十

議

伊

れ

る

ま

で

6
期
に
わ
た
っ
て
議
会
活
上
の
た
め
力
を
注
文
て
い
ま
す
。
…

ふ
い
丸
一

y
r
w妙
心
臓
動
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
問
、
大
洗
町
こ
の
多
く
の
御
功
績
に
よ
り
今
一

鱗
絞
臨
機
機
盤
機
験
鳴
繍
譲
一
議
会
副
議
長
を
は
じ
め
、
磯
浜
町
、
ま
で
に
、
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
一

編
時
織
機
轡
機

¥J繍
糠
潟
大
洗
町
の
監
査
委
員
、
大
洗
町
・
旭
・
全
国
町
村
会
長
表
彰
を
は
じ
め
数
多
一

時

J

j

ふ

一

ぶ

γ
つ

}

育

…

戸

;

?

¥

常

常

澄

環

境

衛

生

組

合

議

会

議

員

、

等

く

の

表

彰

を

受

け

ら

れ

、

戦

時

中

は

一

…
昭
和
白
年
度
秋
の
叙
勲
で
当
町
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
更
に
磯
浜
町
、
箪
古
学
功
労
者
と
し
て
勲
八
等
白
色
桐
一

一
(
磯
浜
町
七
O
九
七
番
地
)
の
内
山
大
洗
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
昭
薬
章
も
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
一

…
光
正
問
さ
ん
が
、
永
年
に
わ
た
り
地
和
初
年
か
ら
昭
和
印
年
ま
で
ロ
期
比
田
更
に
留
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
が
よ
り
、
一

一
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
ご
功
年
の
関
そ
の
職
に
あ
り
、
町
の
農
政
叙
勲
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
一

一
綴
に
よ
り
、
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
単
振
興
に
尽
き
れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
敬
意
と
お
祝
い
を
市
中
し
一

一
光
旭
日
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
を
災
害
か
ら
護
る
第
上
げ
、
併
せ
て
今
後
益
々
の
ご
活
躍
一

一
内
山
さ
ん
は
昭
和
初
年
磯
浜
町
議
一
線
の
消
防
人
と
し
て
も
昭
和
4
年

を

期

待

し

て

止

み

ま

せ

ん

。

一

r
i
s
i
l
l
i
-
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s
i
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s
i
i
i
i
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i
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-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
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i
i
l
i
l
t
-
i
i
i
i
f
-
-
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十
一
月
五
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
町
内
小
中
学
校
長
か
ら
推
せ
ん
の

あ
っ
た
よ
い
行
い
を
し
た
児
童
生
徒
二

十
七
名
に
竹
内
町
長
か
ら
善
行
賞
と
善

行
パ
ッ
チ
が
鶏
ら
れ
ま
し
た
。

句惨

様
相
が
か
わ
り
、
進
渉
率
は
剖
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
経
緯
と
今
後
の
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

昭
和

ω年
4
月
五
反
問
土
地
区
画
整

理
組
合
を
結
成

。
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
各
種
許

認
可
事
務
等
を
行
な
、
っ
。

昭
和
白
年
5
月
工
事
契
約
を
締
結

昭
和
位
年
8
月
工
事
完
成
予
定

O
換
地
事
務
、
受
記
事
務
、
精
算
事

務
等
を
行
な
、
っ
。

昭
和
伍
年
3
月
一
事
業
完
成
予
定

ま
た
、
区
域
内
に
は
埋
蔵
文
化
財

H

団

子
内
遺
跡
。
が
あ
り
、
組
合
と
町
と
で

ン
ク
i
ル勝

の
栄
冠

通
車
の
部
」
に
出
場
し
て
、
参
加
者
却

名
の
と
こ
ろ
、
常
日
頃
の
勤
勉
さ
と
情

熱
が
実
を
結
ん
で
交
通
法
令
の
知
識
テ

ス
ト
や
自
動
車
の
点
検
笠
備
実
技
で
高

得
点
を
上
げ
、
見
事
準
優
勝
を
し
ま
し

た
今
後
は
社
内
は
勿
論
の
こ
と
大
洗
町

に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
に
対
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
当
支
部
の
組
織
は
、
大
洗
町
叫
に

所
在
す
る
「
安
全
運
転
管
理
者
選
任
事

業
所
(
五
十
五
年
事
業
所
)
で
昭
和
六

十
一
年
三
月
二
十
五
日
に
「
水
戸
地
灰
一

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
大
洗
支
部
と

し
て
発
足
し
、
安
全
運
転
管
理
に
関
す

る
事
墳
の
調
資
と
研
究
及
び
交
通
道
徳

の
高
揚
、
併
せ
関
係
団
体
と
関
係
官
庁

と
の
連
絡
協
調
等
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

少

年

を

表

今
回
の
善
行
内
容
は
、
人
命
救
助
三

名
、
環
境
美
化
奉
仕
活
動
九
名
、
動
物

愛
護
一
名
、
親
切
な
行
為
、
拾
得
物
届

十
一
名
、
孝
養
兄
弟
愛
三
名
で
す
。

善
行
賞
児
童
生
徒
名

遺
跡
調
査
も
完
了
し
、
近
い
う
ち
に
調

資
報
告
も
ま
と
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し

ト
」
?
「
ノ
。

O
磯

浜

小

学

校

四

年

佐

藤

カ

大
川
竜
一
五
年
川
上
真
澄

根
本
浩
之
六
年
小
堀
久
美
子

O
祝
町
小
学
校
三
年
小
原
さ
や
か

O
大

賞

小

学

校

四

年

関

久

子

上
原
さ
と
、
ぇ
石
川
千
恵
近
藤
由

美
子
七
川
鏡
子
遠
峰
由
美

六

年

米

川

滋

O
夏

海

小

学

校

六

年

幸

四

修

関

信

子

O
第
一
中
学
校
一
年
谷
間
部
圭
子

二
年
岩
井
正
樹
小
沼
利
一

O
南
中
学
校
一
年
金
谷
美
幸

杉
山
智
香
小
野
瀬
別
仁
桑
自
国
隆

川
上
明
子
田
崎
智
佳
子
高
島
良

弘
二
年
杉
山
正
彦
照
沼
貴
史

罰
b
m別
隼
畠
回
包

A

間
遺
族
年
金
は
、
今
年
の
四
月
か

ら
ど
う
変
わ
っ
た
の
で
す
か
。

答
ご
、
王
人
と
奥
様
が
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
年
金
に
加
入
し
て
い
た
か
、
ま
た
、

子
供
が
い
る
か
、
い
な
い
か
に
よ
っ

て
、
奥
様
が
受
け
る
遺
族
年
金
は
変
わ

っ
て
き
ま
す
。

そ
の
受
け
る
遺
族
年
金
は
次
の
よ
、
つ

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
共
済
年
金
は
厚

生
年
金
と
同
じ
で
す
。

加入した年 夫z 厚生年金 夫=厚生年金 夫ニ国民年金 夫ニ国民年金

金制度 委z 悶民年金 委土厚生年金 委=厚生年金 妻=国民年金

18歳未満の
遺族厚生+ 遺族厚生十

子供がいる
遺族基礎年金 遺族基礎年金

遺族基礎年金 遺族碁礎年金

方

子供のいな
遺族厚生年金 遺族浮生年金 な し な し

い方

子供のいな
遺族厚生+ 遺族厚生+

い35歳以上 な し な し

の方
中高令加算 中高令加算

遺族厚生+老

65歳以上の 遺族厚生+ 令基礎年金ま 老令基礎十

たは老令厚生 老令基礎年金

方 老令基礎年金 +老令基礎年 老令厚生年金

金の選択

な
お
、
老
令
基
礎
年
金
を
繰
り
上
た
だ
し
、
納
め
る
保
検
料
は
、
ご
主

げ
請
求
(
ム
ハ

O
歳
j
六
十
四
歳
ま
で
)
人
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
ま
と

を
し
ま
す
と
、
遺
族
基
礎
年
金
は
六
め
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
ご
主
人
は
も

十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。
ち
ろ
ん
の
こ
と
奥
様
も
保
険
料
を
納
め

そ
の
た
め
に
も
、
老
令
基
礎
年
金
を
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

繰
り
上
げ
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
よ
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
で
あ
る
こ

く
考
、
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
と
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

間
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
お
、
今
ま
で
任
意
加
入
し
て
納
め

た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
が
、
今
ま
た
保
険
料
は
、
今
回
の
年
金
改
正
で
、

で
納
め
た
保
険
料
は
ど
つ
な
り
ま
す
保
険
料
納
付
期
間
と
み
な
さ
れ
老
令
萎

か

。

礎

年

金

の

年

金

額

に

加

算

さ

れ

ま

す

。

答
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
加
入
し
て
い

る
こ
、
主
人
の
奥
様
は
、
今
ま
で
は
国
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
よ
り
、
将

民
年
金
に
任
意
加
入
で
し
た
が
、
六
来
、
受
け
る
老
令
基
礎
年
金
は
高
い
年

十
一
年
四
月
か
ら
は
強
制
加
入
に
な
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

り
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
鱗
借
で
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

ま
だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
十
二
月
分
の
保
険
料

と
あ
わ
せ
て
納
め
ま
し
ょ
う
。



第180号 (4)

年
末
@
年
始
の
ご
み
@
不
燃
物
収
集

業
務
に
つ
い
て
〈
お
知
ら
せ
〉

今
年
ち
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
ま

し
た
。
日
頃
皆
様
に
は
清
掃
業
務
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
年
米
・
年
始
の
ご
み
・
不
燃

物
収
集
業
務
に
つ
い
て
左
記
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

ご
み
収
集
業
務

O
も
え
る
ご
み

年
末
ロ
月
却
日
開
:
・
永
町
、
髭
釜
、

金
沢
町
、
新
町
、
通
り
町
、
仲
町

年
末
ロ
月
初
日
関
・
:
明
神
町
、
東
光

台
、
一
了
目
、
二
丁
目
、
祝
町
、
大

貫
町
、
夏
海
、
松
川

O
も
え
な
い
ご
み
(
不
燃
物
)

年
末
ロ
月
紅
白
耐
・
・
・
全
町
内

。
焼
却
場
へ
の
持
込
(
搬
入
)
期
日
及
ぴ

時
間

年
末
ロ
月
紅
白
肘
午
後
3
時
ま
で

O
年
始
1
月
5
日
間
・
・
・
平
常
通
り

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
大
洗
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
側
5
0
8
9
へ
お
問
い
合
せ

下
き
い
。

支
払
購
畳
間
の
提
出
器

一
一
一
十
一
一
固
ま
で

も百

給
料
、
報
酬
、
料
金
、
利
子
、
配

当
な
ど
の
支
払
者
は
、
支
払
先
の
住

所
、
氏
名
、
支
払
金
額
な
ど
を
記
載

し
た
書
類
(
支
払
調
書
と
い
い
ま
す
)

を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
支
払
調
書
は
、
そ
の
年
中
の

支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
作
成
し
提

出
す
る
も
の
で
、
提
出
期
限
は
利
子
、

配
当
な
ど
の
一
部
を
除
き
、
翌
年
の

一
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
払
調
書
の
種
類
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
主
な
支
払
調
書
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

〈
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
棄
と
給
与

支
払
報
告
書
〉

昭
和
六
十
一
年
中
に
俸
給
、
給
料
、

賃
金
な
ど
の
給
与
等
を
支
払
っ
た
場

合
に
は
、
支
払
者
は
「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
暗
示
」
を
作
成
し
、
昭
和
六

十
二
年
一
月
一
二
十
一
日
ま
で
に
す
べ

らあおお昭和61年12月1EI 

て
の
受
給
者
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、

一
定
金
額
以
上
の
受
給
者
の
も
の
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
ま
た
「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
す

べ
て
の
も
の
を
受
給
者
の
昭
和
六
十
二

年
一
月
一
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す。〈
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞
金
の

支
払
調
書
〉

昭
和
六
十
一
年
中
に
、
外
交
員
、
集

金
人
、
パ

i
、
キ
ャ
パ
レ
!
の
ホ
ス
テ

ス
等
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
、
料
金
、
お

よ
び
広
告
宣
伝
の
た
め
の
賞
金
で
、
同

一
人
に
対
す
る
支
払
金
額
の
合
計
が
五

O
万
円
を
超
、
え
る
場
合
な
ど
に
は
「
報

酬
、
料
金
、
契
約
金
及
ぴ
賞
金
の
支
払

調
書
」
を
昭
和
白
年
1
月
紅
白
ま
で
に

税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
場
所
〉

〈
相
談
開
貝
〉

ロ
月
刊
日
(
水
)

午
前
日
時
j
午
後
3
時

常
陽
銀
行
大
洗
支
活

山
浦
達
雄
(
一
沌
一
「
舘
社
会

保
険
事
務
所
長
)

勢

醐

大
洗
町
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

ス
キ
1

ス
ク
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

初
心
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
期
日
・
:
昭
和
六
十
二
年
二
月
一
一

十
日
掛
j
二
十
三
日
間

三
泊
四
日
(
内
車
中
一

泊
)

二
、
場
所
・
:
蔵
王
ス
キ
l
場

三
、
人
員
:
・
四
十
名

四
、
参
加
費
:
二
万
五
千
円

五
、
乗
物
・
:
貸
切
パ
ス
利
用

六
、
指
導
員
・
:
全
日
本
ス
キ

l
連
盟
公

認
指
導
員

七
、
申
込
方
法
・
:
十
二
月
十
日
よ
り
受

付
開
始
先
着
傾
で
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す。申
込
金
五
千
円
を
添
え

て
次
の
い
ず
れ
か
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

八
、
申
込
先
・
:

。
い
そ
や
(
照
沼
・
明
神
町
宮
下
)

宮
前
|
一
一
一

0
0

0
魚
政
(
鈴
木
・
明
神
町
)

宮
町
i
二
七

O
五

O
天
野
洋
服
庖
(
新
町
)

宮
町
i
i
二
三
一
一
一
六

O
鈴
木
(
役
場
出
納
室
内
)

盤
町
i
五
一
一
・
内
線
七
五

1 12 12 12 12 月

ヨ練対11 訓練場 o 後午 o 0 前午

/ / / / / / 
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対
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象) 時 土 火 時 カカ 検査 歳 生 カ
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すと 者者 R会 σ〉 逮 満
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性 者
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(1) 
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者 月 者 者
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戸Jι， 日 l 1 1 l 1 

土
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関
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( 61.10月現在)

j減-数増

大洗町における交通事故の発生状況

前年隠期王手本'*' 骨!対

分行事予定警護

{稜 毒事

イチゴ生産技術講演会 6) 6 5 ( 79) 11 ( 85) 

(
 

ハりo ( 2) o ( 数者死青少年が健全な成長をrEIることを容的として
おこなう地域活1訪はどうあるべきか

子供7 ンガ映磁会

ふだん異性と知り合う機会が少ない独身男女
の出合いの場

運転免許所有者で更新のための言葉潔会

3 (ム8)

※( )内は累計を示す。

“毎月T自は突通安全の旦，“ゆずり合いのi山がかよう突通安全"

発生件 数

10 (127) 13 (119) 負傷者数

調催場所

ホー jレ

大会議案

大会議窓
リノ、ーサノレ室

ホール

大会議室

大会議室

催事名

講演会

所得税青色申告決算委作成説明会

大洗・常澄地区PTA指導者研修会

7 ンガ映画会

集団見合い

運転免許更新時講習会

大洗文化{!

街始時間

9 : 00-

13 : 00-

9 : 00-

l部 10:00-
2部 13:30-

10 : 00-

9 : 00-

開催 S

12月6日(土)

12月9日(火)

12月16日(火)

12月21B (B) 

12月21日(日)

12月26日(金)

23，100円

18，200円
25，900同

7，300JIl 

16，100円

12，900JIl 

10，500内

9，100JIl 

11，900円
9，800JIl 

9，800円

2，800円

実績額

10，000円
5，000内
5，000円

36，000同
6，710内
5，000円

10，000用
33，000円
10，000同
10，000肉
15，646円
2，780円
10，000円
29，732円
10，000円
10，000内
5，000汚
5，000円
7，761円
7，542円
5，000円
5，000円

団体及び学校・個人5，000円以上寄附者

町

中宿

下宿

矢場

子拓

松JlI報国

松JlI第一

松JlI中部

松JIじ共励

松JII第二

大 谷川

成田

ユーモア村

区実績額

大洗町議会議員

久 保木福次

雨沢富吉

大洗町民生委員協議会

町立夏海小学校

宮内銀三郎
小野瀬 j毎漆 鹿

町立磯浜小学校

石山 修

茨交大 j先ホ テル

町立大 震小学校

町立祝 IIIJ小学校

町立南中学校

役場職員

小幡五郎
小 松崎 葉

坂本忠、一

関根富三郎

県 立大洗 高 等学校

町立大洗一中
大山鉄太郎

小汚吉夫

町

前 1

前 2

前 3

原研住宅

原研独身寮

東北大寮

神山

JII 0 

荒谷

浜欠

古宿

上宿

12，400河
28，000円
22，400円

31，500円

9，692円
6，300円
14，000円
9，100円

31，300円

7，000円

43，400円

26，600円

17，500内
18，200円
15，400河
16，800円

11，500円
17，300円

28，000円

16，100円

17，500河
18，300円

11 ，200円
13，800円

22，400内
16，100円

23，500円
21，900円

13，200円
12，100円

15，000問

15，400円

20，000円

15，000円

15，000円
25，000円
21，000円

16，000円

15，000円

18， 168JIl 

17，400円

34，100円
18，900円
11 ，000円
12，200円

24，700円

11，700JIl 

区実績額町

5

6

7

8

9

初
日
ロ
1

1

2

3

3

4

1

2

3

4

1

2

3

1

2

1

2

1

2

3

1

2

1

2

4

5

6

の

の

の

の

の

の

4
の

L

η

L

n

J

今、

υ

寺
ヰ
寸
寺
寺
寺
寺
寺
寺
舟
舟
舟
舟
舟
舟
蔵
蔵
蔵
蔵
上
上
上
中
中
北
北
南
南
南
角
角
角
角
品
月
角
角

[l 昭和61年度

中間報告 (11月17日現在)

3，739，曾73開
協力士寵臣室一覧

十
月
一
日
か
ら
恒
例
の
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
は
町
民
各
位
の
暖
か

い
こ
理
解
と
、
募
金
奉
仕
者
で
あ
る
町

内
会
長
、
事
業
所
団
体
、
各
学
校
等
の

関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
三

百
七
拾
コ
一
万
九
千
九
百
七
拾
参
円
(
十

一
月
十
七
日
現
在
)
の
寄
附
金
が
ょ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
茨
城

県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
よ
り
暖
か

い
地
域
社
会
を
作
る
と
い
う
願
い
を
こ

め
て
民
間
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た

め
、
老
人
、
心
身
障
害
児
者
、
母
子
、

養
護
、
保
育
所
等
の
社
会
福
祉
施
設
、

ま
た
各
市
町
村
地
域
の
中
で
福
祉
の
手

を
必
要
と
す
る
人
々
に
対
す
る
福
祉
の

向
上
の
為
に
、
各
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
資
金
と
し
て
公
平
に
配
分

さ
れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
お

り
ま
す
。

本
年
度
の
各
町
内
及
び
事
業
所
、
団

体
等
の
方
々
よ
り
ょ
せ
ら
れ
た
募
金
の

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
紙
上
を

お
借
り
い
た
し
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。尚

、
未
整
理
の
町
内
も
わ
ず
か
あ
り

ま
す
が
、
重
ね
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

実綴額

円
円
円
円
円
河
内
円
円
円
円
内
内
円
円
河
内
向
円
円
円
円
円
円
内
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

ハ
リ
ハ

U
A
U
ハ
V
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
A
U
A
V
ハ
リ
ハ

U
ハ
U
ハ
リ
ハ

U
A
U
ハ

U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
A
V
A
U
ハ
リ
ハ

u
n
u
ハ
υ
ハ
リ
ハ

U
ハ
U
ハ
u

nU
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
n
U
ハ
U
ハ
u
n
U
A
U
A
U
A
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ

U
A
U
ハ
U
A
U
ハ
り
ハ

U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
Aり
ハ
り

nu
ハ
U
ハ
リ
ハ

U
ハ
U

O
Q
U
Q
U
ヴ

'
F
O
F
b
o
o
n
u
a
u
n
u
ハ

U
に

υ
ウ
t

ミ
υ
q
υ
7
ι
ハ

U
η
4
ぷ

V
4
A
n
u
門

/
m
b
Q
J
1
2
4
A
A
p
o
q
u
ハ
U
Q
U
Q
d
n
V
1
A
F
h
d
Q
J

4

8

3

1
晶

7

4

5

2

5

0

5

9

1

4

1

1

2

6

0

9

5

9

5

5

9

3

4

8

7

4

7

1

1

6

2

1

1ょ

nL
の

L
つ白

1
A
η
L
Aム
ワ
ム
つ

ω
q
d
q
u
q
υ
つ

L
A喰
必

悼

み

A笠
つ
白
川

J
1
4
1占

1ム
ワ
臼
宅

i
1
4
の

L
ペせ

c
d
q
o
q
d
つ

G
1
1
q
L
を

i
τ
B
4
1
1

4

5

6

7

8

9

m

ロ
ロ
ロ
U

1

2

1

2

3

U

1

2

3

4

5

6

7

9

1

2

1

2

U

U

1

2

3

4

の

の

の

の

の

の

め

の

の

F」

3
q
υ
ρ
o
c
o
p
b

ハ
U
ハリ

1晶

τi

l

I

1

1

1

1

1

1

1

 

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

斜

地

髭

髭

髭

寺

寺

寺

寺

24，500円

32，200円
28，800内
22，942同

25，700JIl 

7，000円
11，900円

14，000円

32，000円

32，200円

9，200円

26，800河

16，300円

16，100円

5，600円

11，900円

6，600円

16，800円

18，800円

12，600円

24，400JIl 

21，600円

18，200円

27，300円
14，700円
13，300円

16，000円

22，400円

51，100円

20，300円
17，500円

14，000JIl 

15，700内

19，400河

口，600円

IR 町実績額田T

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

1

2

3

1

2

1

2

1

2

4

5

1

2

3

1

2

3

8

9

刊
日
ロ
1

2

3

の

の

の

め

の

の

の

の

の

の

の

の

の

の

。，M
の

L

1

2

4

可
ム

Q
L
n
L
つ
d
q
O
F
b
p
b
p
u
n
i
7
a
ワ
d

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

松

松

通

通

過

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

永

永

永

32，700円

32，200同
23，800円

13，900円

17，500円

36，400同

24，900円

29，100円

13，000円

13，000円

26，600円

17，500円

53，200向

51，000円

64，000内

30，000円

27，300円

24，000円
19，500内

10，000円

12，900内

18，200円
40，000丹

18，000円
33，900円

8，200円

8，400円
18，500円

29，000肉

18，500円

20，100何
21，300円

24，000円

25，700円

26，600円

区実績額

⑮

⑮

轡

舗

働

総

胸

骨

轡

年
金
の
請
求
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
さ
い
。

か
、
資
格
期
間
や
年
金
額
は
ど
の
よ
〈
日
時
〉

う
に
計
算
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
他
年

金
に
関
す
る
質
問
に
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
無
料
で
親
身
に
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く

区

明 1
明 2

明 3のj二

明 3の下

明 4

明 5

明 6
日月 7 

日月 8 の 1 

明 8の2

日月 9 

日月 10 

明日の 1

明日の 2

東光台

-1の上

-1の下

- 2 

3 
4 

- 5 

汐見ヶ丘

二 l

二 2

ニ 3
二 4

ニ 4
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